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 図書館からのお願い  

 

●夏期休業中の長期貸出は 10月 5日(月)が返却期限日です。忘れずに返却してください。 

長期貸出の図書は返却期限日を延長できません。一度返却して、翌日以降貸出の手続きを行ってください。 

 
●後期授業の開始に伴い、学内での新型インフルエンザの流行が懸念されます。図書館では入口に消毒用

エタノールを設置していますので、入館の際には必ず手を消毒していただくようご協力お願いいたします。 

 

●本部庁舎増築に伴い、図書館西側の樹木撤去工事が下記の日程で行われます。工事期間中は、騒音・砂

埃等が生じご迷惑をおかけしますが、窓の閉め切りにご協力お願いいたします。 

工事期間：平成 21年 9月 24 日(木) ～ 平成 21年 10 月 9日(金) 

 

＜図書館開館スケジュール＞ 
平日は 9：00～21：00、土曜は 9：00～17：00 

※毎月第１水曜日は館内整理のため休館です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●私のすすめるこの 1 冊 

 今月は、教育学科・徳岡先生に 『時代を拓いた教師たち：戦後教育実践からのメッセージ』(田

中耕治編著)をご紹介いただきます！ 

●論のくちび理のむすび 

 今月は、体育学科・井上文夫先生の論文を紹介しています！ 

今月のトピック 



 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書館からのお知らせ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳岡慶一 （教育学科 准教授） 

田中耕治編著  『時代を拓いた教師たち 戦後教育実践からのメッセージ』 

 
 わが国の授業については、一斉画一とか、金太郎飴といった表現でその均一性、没個性が指

摘されることが多い。その原因として、日本人の多様性よりも均一性を求める心情、文部科学

省や教育委員会によるカリキュラムや指導法の統制などが指摘される。 

 しかし教室で実際に行われている授業は、そんなにも均一なものなのであろうか。 

 本書はそのような問いに答えてくれる本である。本書には、戦後わが国の教育実践を担って

きた代表的でかつ個性的な１３人の教師、１つの団体、２つの学校（以下、「教師たち」と表

記する。）が収録されている。具体的には、無着成恭、糸賀一雄、大村はま、東井義雄、斎藤

喜博、遠山啓、大西忠治、庄司和晃、岸本裕史、到達研、仲本正夫、向山洋一、有田和正、金

森俊朗、和光小学校、和光鶴川小学校である。みなさんはこのうち何人を知っていますか。 

 本書の特徴は、第１に、「教師たち」の考え方や実践の足跡を辿れるようになっていること

である。名前は知っていてもその「教師たち」が具体的にどのような実践を行ったのかは意外

と知られていない。第２に、「教師たち」の実践の特徴が最もよく現れている実践記録が引用

されていて、「教師たち」の実践が具体的に見えてくることである。第３に、章末のブックリ

ストが充実しており、興味を持った「教師たち」についてもっと知りたくなったときの道しる

べとなってくれることである。第４に、巻末には、戦後教育実践史年表があり、戦後の教育実

践の歩みを把握するのに役立つことである。 

 本書は、日常の教育実践を一歩離れたところから俯瞰してみたい現職教員、教師伝達型の授

業に疑問を感じている学生、わが国の教育実践の歴史を知りたい人をはじめ多くの人にぜひ目

を通してもらいたい好著である。 

 
『時代を拓いた教師たち：戦後教育実践からのメッセージ』田中耕治編著 

日本標準出版、2005 年、ISBN：9784820802563 
配置場所：開架南館 1 階、請求記号：372.1/TA 84、2 冊有 

 
 

図書館職員が選んだ話題の本を、図書館 1 階の入口付近

に並べています。10 月後半からは教員推薦図書も続々入る

予定です。ぜひ一度足を運んでみてください。素敵な 1 冊

に出会えるかもしれませんよ？ 

私のすすめるこの１冊 



 

●●●機関リポジトリ「クエリの森」が、10 月より一般公開されます●●● 

京教図書館ニュース 8 月号でもご紹介した、京教大の研究成果を収集・公開する機関リポジトリ  

「クエリの森」が、学内試験運用を経て、いよいよ 10 月から一般公開されます。 

これにより、京都教育大学の研究成果は学外からも検索・閲覧が可能になります。コンテンツは随時

増える予定ですので、ぜひご活用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文検索収集法講座とは 

CiNii(サイニー)という和雑誌論文検索

データベースの使い方を中心に、情報検

索のコツを身につけてもらう講座です。

希望者には、館内の雑誌を入手するプロ

セスを体験するオプショナルツアーもご

用意しています。 

 

場  所：附属図書館 

所要時間：約 30 分 

     (体験オプションは＋30 分) 

予  約：不要(ただし先着 4名まで) 

開催日時： 

10 月 6 日(火) 14：30～ 

10 月 8 日(木) 16：15～ 

10 月 15 日(木) 14：30～ 

10 月 16 日(金) 10：30～ 

10 月 19 日(月) 16：15～ 

10 月 23 日(金) 14：30～ 

10 月 27 日(火) 10：30～ 

10 月 29 日(木) 13：00～ 

※上記の時間に参加できない場合は 

ご相談ください。 

日経 BP 記事検索サービスとは 

日経 BP社が発行する雑誌の記事を、

オンライン上で検索・閲覧できるサービ

スです。 

約４０種類の専門誌から検索可能 

検索対象はビジネスやパソコン、医療

などさまざまな分野の雑誌です。気にな

るキーワードを入力すると、すべての雑

誌の記事から一度に検索することがで

きます。 

閲覧形式にはテキストとPDFがあり、

PDF では実際に雑誌をめくっているよ

うな感覚で記事を読むことができます。 

学内 LAN から検索できます 

 IPCはもちろん、図書館内の検索用端

末やグループ学習室など、学内 LAN の

環境下から利用可能です。 

 10･11 月の期間限定で、学内限定利用

のサービスですのでご注意下さい。 

「日経BP 記事検索サービス」 

10 月 1 日～11 月 30 日 

期間限定で利用可能に 

論文検索 収集法講座 

10 月開講決定 

 

第１４回教科書展 (中等教育用教科書 理科編) 

－教科書に見る天文教育の変遷－ 

日程：平成 21 年 11 月 5 日(木) ～11 月 25 日(水) 

場所：附属図書館 1 階ロビー 

予 告 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「旅に病んで 夢は枯野を かけ廻る」 
 

10 月 12 日は、江戸時代の俳人・松尾芭蕉の命日にあたり、「芭蕉忌」・「時雨忌」・「桃青忌」などと呼ばれる。 

旅を好み、『野ざらし紀行』や『奥の細道』などの紀行文を残した。上記の句は、病に伏した時に詠んだもので、 

辞世の句とされる。この他、「古池や 蛙飛び込む 水の音」など多くの句を残した。 

 

 

 

 

●蔵書検索 OPAC はこちらから 

 http://tosho02.kyokyo-u.ac.jp/ 

●京都教育大学附属図書館ホームページはこちらから 

 http://lib1.kyokyo-u.ac.jp/ 

 

 

京教図書館 News No.１０８ (2009 年 10 月号) 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

発行日：平成２１年１０月１日 

内容に関するお問い合わせ先： 

附属図書館（内線８１７９） 

ちょっとブレイク 

10 月の言葉 

井上 文夫（体育学科 教授） 

「小学生の浮き趾（不接地趾）と生活習慣に関する調査」 

 
最近、心臓病、がん、脳血管疾患など生活習慣を原因とする病気が増え、小児期からの予防の必要性が

望まれています。足の健康についても生活習慣が重要な役割を果たしていると考えられています。小児期

にみられる足の健康障害としては偏平足や外反母趾が有名ですが、最近になり「浮き趾」という状態が急

速に増加してきていることが知られてきました。20 年前は 5％程度しか見られなかったものが、最近では

50％程度に見られるようになったと報告されています。この原因は何なのでしょうか？ 
 
そこで、附属小学校の高学年の児童のフットプリントを採り、浮き趾と生活習慣との関連について調査

しました。浮き趾は 23.8％、浮き趾の疑いは 32.3％に見られ、合せると 50％以上となりました。ほとんど

の浮き趾は第５趾であり、性差や左右差は見られませんでした。足底形成（土ふまずの形成）と浮き趾と

の関連もみられませんでした。また、肩こり、全身倦怠感、腰痛などの症状と浮き趾との関連は見られま

せんでした。肝心の生活習慣との関連ですが、右足のみで朝食摂取頻度の少ないもの、習い事の頻度の少

ないもので浮き趾が多い傾向が見られましたが、他の多くの習慣では浮き趾との関連は見られませんでし

た。朝食摂取や習い事がどのようなメカニズムで浮き趾と関係するのか、またなぜ右だけでみられたの

か？疑問ばかりが増える結果となりました。急増する浮き趾は生活習慣の変化が原因と思われますが、今

回の調査ではどのような習慣の変化が原因であるかは明らかとなりませんでした。また、浮き趾の存在自

体がどのような病的意味を持つかも現在のところ不明であり、今後自然経過や予後を含め、将来の健康に

どのような影響を及ぼすかを検討していく必要があるでしょう。足の健康は骨粗しょう症と同様に、老年

期の転倒防止の観点から重要な課題であり、予防のためには小児期の生活習慣から改善する必要があり、

より詳細な研究が望まれます。 
 
 
全文は、http://lib1.kyokyo-u.ac.jp/kiyou/kiyouindex.html(京都教育大学紀要)にてご覧いただけます。 
第 114 号(平成 21 年 3 月)を選択し、ＰＤＦをクリックしてください。 

 

論のくちび 理のむすび 


